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本稿では，味覚印象を対象としたメタデータ生成方式と印象検索方式について示す．本方式は，味
覚ドメインによる味覚印象語の意味的差異に応じた印象検索方式を実現する．本稿では，味覚によっ
て判別される料理，飲料を対象に，印象表現の意味的差異を反映した味覚印象メタデータを抽出し，
味覚印象語との印象検索を可能とし，統合的な味覚情報検索方式を示す．本稿では，実際の味覚デー
タを対象とした実験を行い，本方式の実現可能性および有効性について示す．

Information Retrieval by Taste Impression
with an Integrated Metadata Extraction Mechanisms

Hanako Kariya,† Shuichi Kurabayashi† and Yasushi Kiyoki††

In this paper, we present a new generation information search engine that realizes infor-
mation retrieval by taste impression. Our system provides an integrated metadata extraction
mechanism, which creates taste impression metadata according to characteristic features for
any categories of foods, such as a type of foods, a nationality of foods, and a theme of foods.
We call those characteristic features of foods as “taste domain”. By realizing an taste-domain-
dependent metadata extraction and kansei retrieval methods, users can intuitively search for
various kinds of food information, even if they do not have any detailed knowledge about
target food information. We clarify feasibility and effectiveness of our system by showing
several experimental results.

1. は じ め に

近年，ネットワーク上のレシピ，ワイン検索エンジ

ンなどの普及に伴い，多様な料理データが散在してお

り，オリジナルカクテル・創作料理などの未知の料理

データが重要な検索対象データとして注目を集めてい

る1)，2)，3)．また，従来の料理データ検索エンジンは，

名前・材料などの属性情報を用いたパターン・マッチ

検索を適用することにより，既知の料理データを対象

とした，具体的な検索方式を実現している．

こうした背景において，料理データに関する具体的

な情報に依存せず，抽象度の高い味覚印象語による問

い合わせによる印象検索の実現，および，未知の料理

を対象とした検索は，大変有効である．本稿では，味

覚印象を対象とした印象検索を実現する．本稿におけ

る印象検索は，利用者が対象データに求める抽象的な

イメージを説明する形容詞などの印象表現（以下味覚
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印象語）を問い合わせ語として用い，対象データとの

相関量計量により，問い合わせ語と意味的に近い結果

を出力することにより実現する．

味覚を対象とした印象検索においては，料理データ

が有する複雑な味覚印象を適切なメタデータ生成に

より適切に定義することが重要となる．ここで，料理

データの味覚印象は，料理のジャンルなどの味覚情報

のカテゴリー（以下，味覚ドメインと呼ぶ．）に大きく

依存する．例えば，味覚印象語「まろやか」は，スー

プと日本酒という別の味覚ドメインにおいて，主要な

味覚構成要素が「苦味」と「旨み」と大きく異なって

おり，これは味覚印象語の意味に強く影響を与える．

従って，味覚を対象とした印象検索を実現する上で，

味覚ドメインによる味覚印象語の意味的差異に応じた

味覚印象メタデータ生成方式，および，印象検索方式

の実現が求められる．

こうした味覚印象固有の問題を踏まえ，本稿では，

任意の味覚データを対象に，印象表現の意味的差異を

反映した上で味覚印象メタデータを抽出する方式，お

よび，このメタデータと味覚印象語の印象の相関を計

量することにより，多様な料理データの印象検索機能

を有する統合的な味覚情報検索方式を示す．本検索方
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式の目的は，味覚というきわめて多様かつ複雑な検索

ドメインを対象に，効果的な検索を実現にある．本方

式の最大の特徴は，各々のドメインにおける味覚印象

の構成を表現するデータ構造である「味覚ドメイン」

により，情報資源となる味覚データから独立して定義

することで，任意の味覚情報資源を統合的に利用可能

にする点にある．この方式により，ユーザは既存の味

覚情報の表現形式などに依存することなく，ドメイン

に応じた味覚印象知識を反映することで，多様な印象

検索を行うことが可能となる．本システムの印象検索

は，以下の 3機能により実現される．

• 味覚ドメイン定義機能: アプリケーションに応じ

て，新たなる「味覚ドメイン」を定義する機能．

• 味覚印象メタデータ生成機能: 味覚データから味

覚ドメインに応じた味覚印象メタデータを抽出す

る機能．

• 印象検索機能: 生成されたメタデータ間の相関量

計量を実現する機能．

これらの機能により，味覚ドメインに応じた味覚印象

語と味覚印象データの印象の相関計量を可能とし，味

覚印象を対象とした印象検索を実現する．

本研究の関連研究として，パターンマッチによる料

理検索を実現する「世界の料理レシピデータベース」3)

があげられる．これは，属性による世界の料理データ

の検索を実現する料理検索システムである．多くの属

性情報を問い合わせ語として設定することにより，未

知の料理情報の検索支援を実現する．また，画像を対

象とした印象検索を実現する“A Metadatabase Sys-

tem for Semantic Image Search by a Mathematical

Model of Meaning”5) があげられる．これは，画像

の配色による印象の自動認識の方法により，その印象

をあらわす言葉を選ぶことにより，ドメインに依存し

ない汎用的な画像印象をメタデータとして定義し，意

味の数学モデル☆を用いて，画像と印象語の印象計量

を実現する画像印象検索システムである．

これらの関連研究に対し，本稿では，味覚ドメイン

に応じた味覚印象による，多様な料理データを対象と

した印象検索方式を実現する．本検索システムが対象

とする味覚印象の定義においては，その味覚ドメイン

が味覚印象を大きく左右するため，味覚ドメインに応

じた印象検索の実現が重要である．

☆ 意味の数学モデルとは，データ間の意味的な同一性や差異性が，
文脈や状況に応じて動的に変化するものであるという前提のも
とに，検索語と検索対象データ間の意味的な近さを計算する連
想検索方式である．詳細は，4) に述べられている．
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図 1 味覚ドメインとメタデータの関係

2. 本方式の適用例

本節では，3節において示すメタデータ生成方式と

印象検索方式の概要を示すために，この方式の適用例

について述べる．

本方式では，料理アイテムを所有するネットワーク

上の情報である料理データを検索対象として，これら

を味覚により説明する味覚データを用いて味覚ドメイ

ンに応じた味覚印象メタデータを生成する方式の概要

および適用例における情報資源をそれぞれ図 1，図 2

に示す．このメタデータと味覚印象語のメタデータの

相関の強さを測ることにより印象検索を実現する．

味覚ドメインとは，味覚情報の印象を定義するのに

十分な特徴語セットから構成される．本方式における

印象検索は,情報資源のドメインに応じて，異なる特

徴語セットを提供することにより，「味覚」に関する印

象語が有するドメイン依存性を反映した印象検索を実

現する．

具体的には，本方式の適用例として，利用者が味覚
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図 2 本適用例における情報資源
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ドメイン「ワイン」，印象語「さっぱり」で問い合わ

せを発行した際の問い合わせ処理を示す．

Step-1 料理データの選択: ワイン情報サイト（ワイ

ン・ドメインの料理データ）1) を対象データとし

て選択する．

Step-2 味覚データの標準化: これらを味覚の構成

要素より評価し，センサーデータ（味覚データ)

を対象にその数値特性に合わせた標準化を行う．

Step-3 味覚印象メタデータ生成: 標準化済み味覚

データを，ワイン・ドメインにおける印象定義に

重要な特徴語セットへ変換し，ワインの「味覚印

象メタデータ」を生成する．

Step-4 メタデータ間の相関計量: このメタデータ

と印象語「さっぱり」のメタデータの相関量を計

量し，ランキング結果の出力を行う．

これらのステップにより，本方式は，ランキング結

果を出力する．この問い合わせ処理は，1) 味覚ドメ

イン定義オペレータ 2)味覚印象メタデータ生成オペ

レータ 3)印象検索オペレータを用いて実現する．

3. 味覚印象を対象としたメタデータ生成方式
と印象検索方式

本方式は，任意の味覚データを対象に，ユーザが要

求する味覚ドメインに応じて異なる印象メタデータ抽

出方法を適用する．これにより，味覚ドメインごとに

独立に印象メタデータを抽出し，ユーザが指定した問

い合わせ語の意味を的確に反映した検索を実現するこ

とが可能となる．従って，本方式における問い合わせ

は以下のように定義される．

Q = (Wn, Cx)

ただし，Wn はドメイン識別子 nによって識別され

るドメイン定義であり，システムが認識するドメイン

集合 W に属する（Wn ∈ W）．また，Cx は味覚印

象語によって表現された問い合わせ語を示し,味覚ド

メイン Wn 上のベクトルとして写像可能な味覚印象

語の集合 C(Wn)に属する (C ∈ C(Wn))．本問い合わ

せ方式の特徴は，味覚印象語による問い合わせ Cx の

意味を，味覚ドメインWn指定を用いて確定する点に

ある．

本方式による検索システムの概要を図 3に示す．本

方式の最大の特徴は，味覚に関する多様なドメイン知

識を表現するデータ構造である「味覚ドメイン」を，

情報資源となる味覚データから独立して定義すること

により，任意の味覚情報資源を統合的に利用可能にす

る点にある．このアプローチにより，ユーザは既存の

味覚情報の表現形式などに依存することなく，多様な

S
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図 3 システムアーキテクチャ

味覚に関するドメイン知識を反映した印象検索を行う

ことが可能となる．

また，本方式では，味覚ドメイン固有の知識を反映

したメタデータを生成するための印象メタデータ生

成関すを実現する．さらに，味覚データが直接的に有

する物理的な値を印象タデータ生成関数に適用するた

めに正規化および標準化を行う「標準化関数」を設定

する．．

本方式はこれらの様々な既存の情報資源を，味覚印

象検索の対象として利用可能とする方式である．

3.1 データ構造

本節では，本提案方式を構成する主要な情報資源お

よびメタデータのデータ構造について述べる．

味覚ドメインとは，特定のジャンル・テーマ等を有

する味覚情報の印象を定義するのに十分な特徴語セッ

トから構成される．

Wn = {DID, {f1, f2, . . . , fn}}
料理データ Tl とは，自身の識別子 OID そして実

体データから成る．本システムでは，料理データ集合

T を検索対象として扱うこととする．

Tl = {OID, data}
味覚データRl とは，Rl が属する味覚ドメイン識別

子 DIDおよび自身の識別子 OIDそして実体データ

から成る．

Rl = {DID, OID, data}
標準化済み味覚データ Sl とは，Sl 自身の識別子

OID および実体データから成る．　

Sl = {OID, data}
味覚印象メタデータMlとは，Ml自身の識別子OID

およびMl が属する味覚ドメインWn ベクトルにより

構成される．このベクトル v は特徴語 fn と値 dn の

対集合である．

研究会Temp
テキストボックス
－147－



Ml = {OID, v(Wn)}
v = {〈f1, d1, 〉, 〈f2, d2〉, . . . , 〈fn, dn〉}

3.2 本方式の基本機能群

本節では，情報資源・メタデータを対象とした変換

を実現する関数群について述べる．一般に，味覚デー

タは，出力数値の感覚量の閾値など，記述形式におい

て固有の問題を有するため，各味覚データに応じた標

準化を実現する必要がある．また，標準化された味覚

データを対象として，ドメインの知識によって味覚印

象をメタデータとして定義する必要がある．本システ

ムの印象検索は，1)標準化関数，2)味覚印象メタデー

タ生成関数，および，3) 相関量計量関数の 3 関数に

より，味覚印象に応じた料理データ検索を実現する．

標準化関数とは，特定の味覚ドメインに属する味覚

データを対象に，その味覚データごとに標準化を行う

関数である．本システムでは，味覚センサデータや，

アンケートデータなど任意の異種の味覚データを対象

に，同一の特徴語群により味覚印象メタデータを生成

する．これらの味覚データは，出力数値の感覚量の閾

値など，記述形式において各味覚データ固有の問題を

有するため，各々のデータの特性に応じて標準化を実

現する必要がある．標準化関数 Pz を次のように定義

する．

Pz : Rl → Sl

味覚印象メタデータ生成関数 Ge は，特定の味覚ド

メインに属する標準化済み味覚データ Slを対象に，味

覚印象メタデータMl を生成する関数である．標準化

済み味覚データの属性，数値などを，ドメイン固有の

味覚印象の決定要因を定義する特徴語セットへ変換す

る．前節で述べた適用例において，本関数による変換

例を図 4に示す．本関数を適用することにより，ドメ

インに応じた味覚印象の定義が可能とし，本システム

の利用者のニーズに応じて，味覚印象の定義をチュー

ニングすることが可能となる．味覚印象メタデータ関

数 Ge を次のように定義する．

Ge : Sl → Ml

相関量計量関数 βは，生成された味覚印象メタデー

タMe(Me∈M)と味覚印象語の集合 Cx(Cx∈C)の相

関量を計量し，意味的に近い味覚データ Rl を結果と

して返す関数である．本関数を適用し値の大きい順に

ソートすることにより，検索者が求めるドメインに応

じた印象語の意味（コンテキスト）に関連が近い順に，

対象データのランキングが可能となる．相関量計量関

統計処理済み味覚データ

味覚構成要素味覚構成要素味覚構成要素味覚構成要素 アラニルアラニルアラニルアラニル アスパラ銀酸ナトリウムアスパラ銀酸ナトリウムアスパラ銀酸ナトリウムアスパラ銀酸ナトリウム Ｌ-グルタミン酸Ｌ-グルタミン酸Ｌ-グルタミン酸Ｌ-グルタミン酸 ・・・・・・・・・・・・ グリシルイシングリシルイシングリシルイシングリシルイシン

○○社ワインＡ 1.11 4.8 2.3 ・・・・・・・・・・・・ 0.82

○○社ワインB -0.62 1.82 2.45 ・・・・・・・・・・・・ -1.67

・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・

○○社ワインZ 0.34 0.67 2.51 ・・・・・・・・・・・・ -0.46

味覚印象メタデータ

酸味 苦味（塩基性苦味） 苦味（酸性） 苦味雑味 渋味 渋味刺激 旨味 コク(旨味）

○○社ワインＡ -1.73 0.15 -1.54 -2.49 -0.36 -0.84 0.09 -0.08

○○社ワインB -0.77 0.21 -1.09 -1.28 -0.48 -1.45 -0.01 -0.11

○○社ワインC 2.12 0.44 -2.71 -2.38 -0.7 -1.38 0.3 1.52

○○社ワインD 0.92 0.83 -1.06 -3.29 -0.66 -1.16 -1.33 -0.18

図 4 味覚印象メタデータ生成例

数 β の定義は次のとおりである．

β(Ml, Cx) → Rl

3.3 問い合わせ処理方式

本節では，本方式における問い合わせ処理を示し，

各ステップにおける基本操作について述べる．本シス

テムを対象として検索語を入力すると，図 5に示す実

行モデルにて問い合わせ処理を実現できる．

すなわち，本問い合わせ処理方式F は，味覚データ
集合 T in を対象に，味覚ドメインWn における味覚

印象語 Cx との相関量を計量し，相関量に応じてラン

キングされた結果出力 T out を出力する．ただし，F
関数は，味覚ドメインに応じたデータの選択を行うた

め，結果集合 T out は入力 T in の部分集合となる．

F(T in, Wn, Cx) → T out | T out ⊂ T in

Step-1 問い合わせ発行: 利用者は味覚ドメインと

味覚印象語を検索語として発行する．

Step-2 対象データの写像: 検索語により確定した味

覚ドメインに応じ，対象味覚データを選択する．

まず，味覚データ群を対象に利用者の選択した味

覚ドメインに応じて味覚データを写像する．ここ

では，味覚データ選択のために，結合対象となる

に属する異種の味覚データ群を対象として，利用

者の選択した味覚ドメインに応じて選択を行う．

具体的には，利用者の選択した味覚ドメインWn

の識別子 DID を有する味覚データ Sl を検索対

象として選択する．

Step-3 味覚データの標準化:選択された検索対象と

なる味覚データの記述形式に応じた標準化を行う．

この標準化において，システム設計者は各ドメイ

ン・味覚データに特化した最適化を実行する任意

の関数 Pz を定義し，これを標準化関数として適

用する．関数 Pz，対象となる味覚データRl に対

し，その属性における各味覚構成要素が相対的に
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検索語

ドメインW1

ドメインWnに
写像可能なデー

タ集合d

d1

d2

データ選択

標準化済み

データ集合S

S1

S2

� 

P1

� 

P2
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nW
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� 
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� 

G1
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ドメインW1に
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タ集合M1

味覚印象語
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問い合わせQ1

結果集合

R1
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①

③

②

図 5 実行モデル

どのように位置付けられるかを最適化された数値

により表現する操作を行う．

normalization{Pz, Rl‖z ∈ {1, 2, 3, . . . , n},
l ∈ {1, 2, 3, . . . , n}} (1)

Step-4 味覚印象メタデータ生成: 抽出された標準

化済み味覚データ対象に，利用者が選択した味覚

印象語のコンテクストに応じ味覚印象メタデータ

を生成する．

ここでは，標準化された味覚データ Sl を対象と

して，特定ドメイン Cx における風味の決定要素

より構成されるるフィーチャーセットMl に変換

することで，対象データの味覚印象メタデータの

生成を行う．具体的には，各味覚データを構成す

る異種の属性を対象として選択 (selection)・射影

(projection)などによるメタスキーマの編集を行

う．また，こうして編集されたメタスキーマが有

する味覚データ数値などを対象に，ドメインの風

味特性を反映した重み付けなどの操作を行う．

Step-5 味覚印象メタデータと味覚印象語の相関計

量: 味覚印象語と味覚印象メタデータを相関量計

算により求める．

Step-6 検索結果の出力: 相関量計量の計算結果に

基づき，ランキング結果を出力する．

4. 実 現 方 式

本節では，味覚印象を対象としたメタデータ生成方

式および印象検索方式の実現例を示す．本実現方式で

は，ビールデータを検索対象として，これらを説明す

る味覚データであるセンサー出力データを適用した味

覚印象メタデータを生成方式を示す．生成された味覚

印象メタデータと検索語のメタデータを対象に内積計

算方式を用いて相関計量による検索機能を適用し，実

験システムを実現した．

4.1 味覚センサ出力データを対象としたメタデー

タ生成方式

本節では，前節に示した味覚印象メタデータの生成

方式により，ビール・ドメインに特化した味覚印象メ

タデータの生成の実現について述べる．

4.1.1 味覚データ

本提案方式の適用例として，ビール・ドメインに属

するビールデータを対象に味覚センサーの出力数値を

味覚データとして適用する．味覚センサーとは，生体

系の味受容メカニズムを模倣し狭義の味そのものを測

定する装置であり，対象食品より得られた人工的に合

成した電気信号のパターンから味を認識するものであ

る6)．本研究では，ビールの味覚の主要構成要素とな

る酸味・塩味・苦味（塩基性苦味）・苦味（酸性）・苦

味雑味などの様々な味覚要素へのセンサーの出力結果

を味覚データとした．

• 味覚データの標準化
味覚データを対象に，任意の標準化関数を適用し

て標準化を行った．具体的な関数の適用例として

は，次の関数を実現した．

• 相対評価関数:相対評価関数では，味覚データの

値を相対値に変換する関数である．ここでは，各

属性から定数を引き，その差分により重み付けを

行った．これにより，各味覚構成要素の数値の差

異を際立たせ，微細な味覚構成により成立するフ

レーバーなどの表現に適した標準化を実行する．

• 絶対評価関数:絶対評価関数では，味覚データの

値を絶対値に変換する関数である．ここでは，各

属性の数値の絶対値をとり，その値に対して定数

倍を行った値によって重み付けを行った．これに

より，各味覚構成要素の数値の差異をよりより強

くメタデータに反映し，微細な味覚構成により成

立するフレーバーなどの表現に適した標準化を実

行する．

また，適用した標準化関数の他に，その味覚ドメイ

ンや味覚データの特性に応じて，様々な標準化関数を

実現が可能であると考えられる．

• ウェーバー関数:ウェーバー評価関数では，味覚

データの値を，対数関数を用いて変換する．これ

は，味覚データが化学物質やその他の味構成要素

の物理量により記述されている場合，人間の感覚

量である対数に変換するのに有効な関数である．

• 2ノルム正規化関数: 2ノルム正規化関数では，味

覚データの値を対象として 2ノルム正規化を用い

て変換する．各対象データの有するフィーチャー

セットの合計のベクトルを対象として 2ノルム正
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酸味 苦味（塩基性苦味） 苦味（酸性） 苦味雑味 渋味 渋味刺激 旨味 コク(旨味）

○○社ワインＡ -1.73 0.15 -1.54 -2.49 -0.36 -0.84 0.09 -0.08

○○社ワインB -0.77 0.21 -1.09 -1.28 -0.48 -1.45 -0.01 -0.11

○○社ワインC 2.12 0.44 -2.71 -2.38 -0.7 -1.38 0.3 1.52

○○社ワインD 0.92 0.83 -1.06 -3.29 -0.66 -1.16 -1.33 -0.18

酸味 苦味（塩基性苦味） 苦味（酸性） 苦味雑味 渋味 渋味刺激 旨味 コク(旨味）

爽快感 1 -1 1 0 0 1 1 0

リッチ 0 -1 1 0 1 0 0 1

ヘビー 1 -1 1 1 1 1 1 1

ライト 0 -1 0 0 0 0 0 0

味覚印象メタデータ

味覚印象語メタデータ

相関量計量例：

),( ,,2,1 xmxxx fffC K=

),( ,,2,1 lmlll fffM K=

∑
=

⋅=

m

i
xilixl ffCMB

1
1 ),(

酸味 苦味（塩基性苦味） 苦味（酸性） 苦味雑味 渋味 渋味刺激 旨味 コク(旨味）

○○社ワインＡ -1.73 0.15 -1.54 -2.49 -0.36 -0.84 0.09 -0.08

○○社ワインB -0.77 0.21 -1.09 -1.28 -0.48 -1.45 -0.01 -0.11

○○社ワインC 2.12 0.44 -2.71 -2.38 -0.7 -1.38 0.3 1.52

○○社ワインD 0.92 0.83 -1.06 -3.29 -0.66 -1.16 -1.33 -0.18

酸味 苦味（塩基性苦味） 苦味（酸性） 苦味雑味 渋味 渋味刺激 旨味 コク(旨味）

爽快感 1 -1 1 0 0 1 1 0

リッチ 0 -1 1 0 1 0 0 1

ヘビー 1 -1 1 1 1 1 1 1

ライト 0 -1 0 0 0 0 0 0

味覚印象メタデータ

味覚印象語メタデータ

相関量計量例：

),( ,,2,1 xmxxx fffC K=

),( ,,2,1 lmlll fffM K=

∑
=

⋅=

m

i
xilixl ffCMB

1
1 ),(

図 6 相関計量による検索機能の実現例

規化を行う．これにより，味の濃淡などの味覚刺

激量の大小に関連が低い対象データに対し，その

味の構成パターンを反映したメタデータ生成を実

現することが可能となる．

4.1.2 味覚印象メタデータの生成:

これらの標準化済み味覚データを対象に，味覚印象

メタデータを生成し，検索語のメタデータ生成を実現

する．ここでは，ビールの標準化済み味覚データを対

象に，味覚センサーの開発者の専門知識を用いて記述

された基準表を用いて，「ビール・ドメインのフレー

バーの主要な味覚構成要素」を定義する味覚印象メタ

データに変換した．また，「さわやかな」「コクのある」

等の各印象語を対象として味覚印象メタデータを生成

した．具体的には，各味覚データを構成する異種の属

性を対象として選択 (selection)・射影 (projection)な

どによるメタスキーマの合成を行う．ここでは，メタ

スキーマ内の実験により示した属性間の合成および合

成語の属性の有する値への重み付けを，ドメイン固有

の印象生成に関する知識を適用すことにより実現した．

4.2 検索機能の実現

前節で生成した，検索対象データの味覚印象メタ

データおよび検索語メタデータ間を，内積計算方式を

適用することによって相関量を計量し，検索機能を実

現した．内積は，問い合わせ検索語と検索対象データ

間の相関量を計算する 1手法である．問い合わせ検索

語と検索対象データは，それぞれ同じ要素を有するベ

クトルとして表現されている．検索語および検索対象

データの各ベクトルの積の合計を相関量として計算す

る．その値の近さを測ることによって，検索語の印象

に近い対象データをランキングする．本実現方式にお

ける適用データを対象とした相関量計量による検索機

能の実現例を図 6に示す．

5. 実 験

4節の実現方式に，任意の味覚データおよび内積計

1 kyuuritowakameno-sunomono: 14.32

2 ma-bo-toufu: 12.93

3 chinjaoro-su: 12.75

4 yaki-gyouza: 12.29

5 chirashi-sushi: 12.24

6 butaniku-noshouga-yaki: 11.63

7 ajino-shioyaki: 11.52

8 mi-toso-supasuta: 11.13

9 bi-fu-shichu-: 11.04

10 buri-no-teriyaki: 10.99

11 toriniku-no-teriyaki: 10.88

12 karubona-rapasuta: 10.87

13 saba-no-misoni: 10.71

14 niku-jaga: 10.67

15 ro-ru-kyabetsu: 10.60

1 SUNモルツ 7.47

2 A本生ブルー 6.21

3 SUN純生 5.95

4 K生黒 5.43

5 SAPギネス 3.48

6 Kラガー 3.00

7 Aスーパードライ 2.95

8 SUNザ・プレミアム 2.55

9 SUNダイエット 1.70

10 SAP生搾り 0.89

11 A本生 -0.46

12 A富士山 -0.53

13 SUNマグナムドライ -1.07

14 K一番搾り -1.17

15 K淡麗 -1.88

図 7 同一印象語における，異なる味覚ドメインによる検索結果

算方式を適用した実験システムを構築した．具体的に

は, 料理データとして，ネットワーク上の 1) レシピ

データおよび 2)ビールデータ，これらを説明する味覚

データである 1)アンケートデータおよび 2)センサー

データを適用することにより，実験システムを構築す

る．これを対象とした評価実験を行うことで，本方式

の有効性について検証する．

また，本システムの特徴は，異種の料理データを対

象にその味覚データの記述方式に依存せず，味覚ドメ

インに応じた印象表現の意味的差異を反映して統合的

な味覚情報検索を可能とする点にある．よって，本節

では，以下の点の検証を目的として実験 1，2，3を行

い，各々について 1)実験方法 2)実験結果 3)考察を

示す．

• 異種の料理・味覚データを対象とした印象検索の
有効性

• 各ドメインにおける検索精度検証
• 本方式のチューニング機能の有効性
5.1 実験1:異種の味覚ドメインによる検索の有効性

実験 1では，同一味覚印象語を対象とし，異種の味

覚ドメインによる検索を行う．実験手法としては，実

験システムに 1)印象語「さわやか」とドメイン「日

本料理」2)印象語「さわやか」とドメイン「ビール」

による問い合わせを発行し，検索結果を比較した．実

験結果を図 7に示す．

これにより，同一の味覚印象語においても，味覚ド

メインが異なれば検索結果が異なることを示し，異種

の料理・味覚データを対象とした印象検索方式の実現

可能性を検証した．実験結果として，本システムがド

メインに応じた検索対象データの選択を適切に行い，

印象計量の実行により対象データのランキングを出力

できることを確認した．
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絶対評価関数の適用例絶対評価関数の適用例絶対評価関数の適用例絶対評価関数の適用例標準化をしない例標準化をしない例標準化をしない例標準化をしない例

rank 対象データ 相関量

[1] SAPエビス:SAPエビス:SAPエビス:SAPエビス: 26.54

[2] A富士山:A富士山:A富士山:A富士山: 25.04

[3] SUNザ・プレミアム: 24.44

[4] SAP: 24.09

[5] Kラガー1: 23.14

[6] SAPエビス黒:SAPエビス黒:SAPエビス黒:SAPエビス黒: 22.52

[7] Kラガー: 21.77

[8] A黒生: 20.77

[9] SAP黒ラベル: 20.42

[10] SUNモルツ: 19.55

[11] K一番搾り:K一番搾り:K一番搾り:K一番搾り: 19.41

[12] Aスーパードライ: 18.58

[13] SUN純生: 17.34

[14] K一番搾り黒: 17.2

[15] SUNマグナムドライ: 16.27

[16] K淡麗: 16.26

[17] SUNファインブリュー: 14.54

[18] K淡麗アルファ: 14.31

[19] A本生ブルー: 13.74

[20] SAP生搾り: 13.33

[21] SUNダイエット: 13.02

[22] A本生: 12.62

[23] K淡麗グリーン: 12.55

[24] K生黒: 12.29

[25] K極生: 12.19

[26] Kモルトスカッシュ: 11.74

rank 対象データ 相関量

[1] SAPエビス黒:SAPエビス黒:SAPエビス黒:SAPエビス黒: 72.5

[2] SAPエビス:SAPエビス:SAPエビス:SAPエビス: 70.9

[3] SUNモルツ: 66.4

[4] K一番搾り:K一番搾り:K一番搾り:K一番搾り: 64.9

[5] SUNザ・プレミアム: 63.9

[6] A富士山:A富士山:A富士山:A富士山: 63.8

[7] SAP黒ラベル: 63.8

[8] Kラガー: 63.6

[9] Kラガー1: 61.8

[10] K一番搾り黒: 58.8

[11] A黒生: 57.2

[12] Aスーパードライ: 50.4

[13] K淡麗: 50

[14] SUN純生: 48.1

[15] K淡麗アルファ: 44.1

[16] SAP: 43.9

[17] K極生: 38.3

[18] K生黒: 33.8

[19] SUNマグナムドライ: 31.8

[20] SAP生搾り: 30.4

[21] K淡麗グリーン: 26.2

[22] SUNファインブリュー: 25.6

[23] A本生: 23.2

[24] A本生ブルー: 20.2

[25] Kモルトスカッシュ: 13.3

[26] SUNダイエット: 9.9

相対評価関数の適用例相対評価関数の適用例相対評価関数の適用例相対評価関数の適用例

rank 対象データ 相関量

[1] SAPエビス黒:SAPエビス黒:SAPエビス黒:SAPエビス黒: 2.14

[2] SAPエビス:SAPエビス:SAPエビス:SAPエビス: 2.00

[3] SUNモルツ: 1.30

[4] SUNザ・プレミアム: 1.29

[5] A富士山:A富士山:A富士山:A富士山: 1.28

[6] K一番搾り:K一番搾り:K一番搾り:K一番搾り: 1.09

[7] Kラガー1: 1.01

[8] Kラガー: 1.00

[9] SAP黒ラベル: 0.99

[10] K一番搾り黒: 0.77

[11] A黒生: 0.61

[12] Aスーパードライ: -0.33

[13] K淡麗: -0.39

[14] SUN純生: -0.56

[15] SAPギネス: -0.73

[16] K淡麗アルファ: -0.76

[17] K極生: -1.56

[18] K生黒: -1.72

[19] SUNマグナムドライ: -1.99

[20] SAP生搾り: -2.34

[21] K淡麗グリーン: -2.56

[22] SUNファインブリュー: -2.60

[23] A本生: -3.08

[24] A本生ブルー: -3.14

[25] Kモルトスカッシュ: -3.83

[26] SUNダイエット: -4.18

図 8 同一印象語における異なる標準化関数による検索結果

5.2 実験 2：特定ドメインにおける印象検索精度

実験 2では，各々のドメインにおける印象検索の精

度について評価実験を行う．実験手法としては，ビー

ル・ドメインにおける「コクのある」による検索結果

を，ビールの味覚嗜好調査を用いて選択した正解デー

タと比較評価を行う．本実験における正解対象データ

は，178名の被験者，ビール 30銘柄を対象に 32の印

象語について因子分析を行ったマーケティングデータ

に基づく．これの各印象語への因子得点上位 4データ

を，各検索語に対応する正解対象データとした．結果

を，図 8に示す．

これにより，検索結果の上位ランキングの対象デー

タととこれらの正解対象データのランキングの適合率

が高いため，本システムがドメインに応じて有効な印

象検索の実現が確認できる．

5.3 実験 3：チューニング機能の有効性

実験 3では，実験システムに異なる標準化関数を適

用し，同一味覚印象語・ドメインによる検索を行う．

実験手法としては，実験システムに，前節で示した標

準化関数を適用して，比較印象語「さわやか」・ドメ

イン「ビール」による問い合わせを発行し，これを標

準化を用いずに同一の問い合わせ語セットで検索した

結果と比較した．実験結果を図 8に示す．

これにより，利用者が同一の検索語を発行した場合

においても，適用する関数が異なれば検索結果に反映

されるかどうかを示し，本提案モデルのチューニング

機能の有効性について検証を行った．具体的には，「コ

クのある」のような対象データのフレーバーに密接な

関連を有する味覚印象語を用いて検索問い合わせを発

行した場合，標準化関数を適用する場合としない場合

で，その検索精度の大きな向上が見受けられる．また，

標準化関数の適用例により検索結果が異なり，本味覚

データの特性を生かすのに最適な標準化について考察

を行うことができる．

実験結果として，本システムは，システム設計者が

任意のドメインの知識を本方式に組み込むことにより，

味覚情報検索をドメインの特性に応じた検索精度の改

良が可能であることを示した．また本方式に，異なる

標準化関数を適用し，関数により異なる出力結果を得

られることを確認し，本システムのチューニング機能

の有効性を示した．

6. お わ り に

本稿では，味覚印象を対象としたメタデータ生成方

式と印象検索方式を示した．本メタデータ生成方式に

より，味覚ドメインによる味覚印象語の意味的差異に

応じた印象検索方式を示した．また，異なる味覚ドメ

イン・味覚データを対象とした検索例を示し，本印象

検索方式の実現可能性を示した．

また，評価実験の結果を示し，本システムの 1)異

種の料理・味覚データを対象とした印象検索の実現可

能性 2)各ドメインにおける検索精度検証 3)本方式の

チューニング機能の有効性について考察を行い，それ

ぞれの点における有効性を検証した．

今後の課題として，メタデータ生成方式により出力

されるメタデータの正当性・妥当性の検証，印象検索

方式の解析的・定量的評価実験が挙げられる．また，

今後の課題として，これらの結果を反映して，本シス

テムの改良および新たな検索機能の提案を行なうこと

を，今後の課題とする．具体的には，メタデータその

ものの精度向上を含めた検索機能の定式化を行ない，

再度評価実験を行なう．
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